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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示装置及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  視野角が変化しても色度が変化しないで、視
差による混色の少ない有機ＥＬ表示装置及びその製造方
法を提供する。
【解決手段】  電圧が印加される第一及び第二の電極１
１，１２と、第一の電極１１と電気的に接続可能な、導
電性色変換層１４と、第二の電極１２と色変換層１４の
間に設けられた有機発光媒体１５とを含む有機ＥＬ表示
装置。第一及び第二の電極１１，１２の間に電圧が印加
されると、第一の電極１１と電気的に接続している色変
換層１４と、第二の電極１２の間に電界が生じる。その
ため、第二の電極１２と色変換層１４の間にある有機発
光媒体１５が発光する。第一及び第二の電極１１，１２
の間の光干渉が無いので、視野角が変化しても色度が変
化しにくい。また、色変換層１４と有機発光媒体１５と
を接触させて設けているので、視差による混色が少な
い。



(2) 特開２００２－２３１４５２

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  電圧が印加される第一及び第二の電極
と、前記第一の電極と電気的に接続可能な、導電性色変
換層と、前記第二の電極と前記色変換層の間に設けられ
た有機発光媒体とを含む有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】  前記色変換層を前記有機発光媒体に接触
させて配置した請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】  さらに、前記有機発光媒体と前記色変換
層の間に、電荷輸送性平坦化層を含む請求項１に記載の
有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】  前記第一の電極が、前記色変換層と同一
の材料で形成されている請求項１～３のいずれか一項に
記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】  前記第一の電極、前記色変換層、前記有
機発光媒体及び前記第二の電極が、この順に配置し、前
記第一の電極と前記色変換層の幅がほぼ等しい請求項１
～４のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】  前記第一の電極が前記色変換層に接触し
ており、前記第一の電極の幅が前記色変換層の幅よりも
細い請求項１～４のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示
装置。
【請求項７】  前記第一の電極が前記色変換層と前記有
機発光媒体の間に配置されている請求項６に記載の有機
ＥＬ表示装置。
【請求項８】  前記第一の電極が前記色変換層の内部に
配置されている請求項６に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項９】  前記第一の電極が、前記色変換層が配置
されているほぼ同じ平面上に、配置されている請求項６
に記載の有機ＥＬ装置。
【請求項１０】  前記色変換層と色変換層の間に遮光層
を設けた請求項１～５のいずれか一項に記載の有機ＥＬ
表示装置。
【請求項１１】  前記色変換層が、カラーフィルタ、蛍
光体層又はこれらの組み合わせである請求項１～１０の
いずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１２】  前記カラーフィルタが色素と粒子状の
導電性材料とから形成され、前記蛍光体層が蛍光色素と
粒子状の導電性材料とから形成されている請求項１１に
記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１３】  前記粒子状の導電性材料が、導電性酸
化物からなる請求項１２に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１４】  さらに、前記色変換層と前記第一の電
極との間にスイッチング素子を含み、前記スイッチング
素子を選択的に作動させることによって、前記有機発光
媒体の所定部位を発光させる請求項１～１３のいずれか
一項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１５】  さらに、前記色変換層と対向する電極
板と、前記電極板と前記第二の電極の間にスイッチング
素子を含み、前記スイッチング素子を選択的に作動させ
ることによって、前記有機発光媒体の所定部位を発光さ*
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*せる請求項１～１４のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表
示装置。
【請求項１６】  導電性色変換層と第一の電極を、電気
的に接続可能に、形成し、
この色変換層の上に有機発光媒体を形成し、
前記第一の電極との間に電圧が印加される、第二の電極
を、前記色変換層と前記有機発光媒体を挟んで形成する
ことを含む、有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【請求項１７】  さらに、前記色変換層と前記有機発光
媒体との間に、電荷輸送性平坦化層を形成することを含
む請求項１６に記載の有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【請求項１８】  前記第一の電極と前記色変換層をエッ
チング法によって形成する請求項１６又は１７に記載の
有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【請求項１９】  前記色変換層が前記第一の電極にミセ
ル電解法によって形成される請求項１６～１８のいずれ
か一項に記載の有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【請求項２０】  さらに、前記第一の電極又は第二の電
極にスイッチング素子を形成することを含む請求項１６
～１９のいずれか一項に記載の有機ＥＬ表示装置の製造
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電界を印加するこ
とで発光する有機発光媒体の光を、色変換層で分解また
は変換する有機ＥＬ表示装置及びその製造方法に関す
る。さらに詳しくは、民生用、工業用の表示機器、ディ
スプレイ等に好適に用いられる有機ＥＬ表示装置及びそ
の製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機エレクトロルミネッセンス（この明
細書において、有機ＥＬと略記する）素子は、電界を印
加することより、陽極から注入された正孔と陰極から注
入された電子の再結合エネルギーにより有機発光媒体が
発光する原理を利用した自発光素子である。Ｃ．Ｗ．Ｔ
ａｎｇらによる低電圧駆動有機ＥＬ素子の報告（Ｃ．
Ｗ．Ｔａｎｇ，Ｓ．Ａ．Ｖａｎｓｌｙｋｅ、アプライド
フィジックスレターズ（Ａｐｐｌｉｅ-ｄ  Ｐｈｙｓｉ
ｃｓ  Ｌｅｔｔｅｒｓ）．５１巻、９１３頁、１９８７
年等）がなされて以来、有機材料を構成材料とする有機
ＥＬ素子に関する研究が盛んに行われている。また、発
光材料としてはトリス（８－キノリノラート）アルミニ
ウム錯体等のキレート錯体、クマリン誘導体、テトラフ
ェニルブタジェン誘導体ビススチリルアリーレン誘導
体、オキサジアゾール誘導体等の発光材料が知られてお
り、それらからは青色から赤色までの可視領域の発光が
得られることが報告されており、カラー表示素子の実現
が試みられてきた。
【０００３】図１４は、従来の有機ＥＬカラー表示装置
の構成を示す断面図である。図１４に示すように、基板
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２１０上には、複数の色変換層２１４を、赤色（Ｒ），
緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の順（以下、Ｒ，Ｇ，Ｂと記載
する）で分離配置してなるカラーフィルタ２１３が設け
られている。そして、このカラーフィルタ２１３の上面
に、Ｒ，Ｇ，Ｂの色変換層２１４に沿って、下部電極２
１１がストライプ状に形成されている。
【０００４】この下部電極２１１に対向して、ストライ
プ状に上部電極２１２が設けられている。そして、下部
電極２１１と上部電極２１２との間に、電界を印加する
ことで発光する性質を有する有機発光媒体２１５が設け
られている。この有機発光媒体２１５は、Ｒ，Ｇ，Ｂの
三色の発光を行う有機発光媒体層２１５ａ，２１５ｂ，
２１５ｃを平面的に分離配置してなっている。また、各
有機発光媒体層２１５ａ，２１５ｂ，２１５ｃは、下部
電極２１１を介して、Ｒ，Ｇ，Ｂ三色の色変換を行う色
変換層２１４の上に色分けして配置されているととも
に、色変換層２１４のＲ，Ｇ，Ｂの位置に合わせて配置
されている。色変換層２１４は、前記有機発光媒体の色
純度を向上させ、上部電極２１２などによる外部光の反
射を抑制する機能を有している。
【０００５】ところで、三色の有機発光媒体は、マスク
を用い、その開口部を通して基板に蒸着することによっ
て形成されるため、前記マスクの位置合わせの精度が低
いと、色混ざりが生じることがあった。そのため、高精
細な表示装置を製作するにはコストがきわめて高くなる
という問題があった。さらに、一対の電極が光干渉を生
じさせ、この光干渉が視野角の変化による色度変化の原
因になっていた。
【０００６】また、国際公開ＷＯ９８／３４４３７号公
報に開示された有機ＥＬ表示装置では、図１５に示すよ
うに、青色光又は白色光の単色光を発光する有機発光媒
体２２５を下部電極２２１と上部電極２２２との間に配
置し、色変換層２２４と色変換層２２４の間に遮光部材
２２６を設けるとともに、有機発光媒体２２５と色変換
層２２４との間に透光性媒体２２８を設けている。そし
て、色変換層２２４と有機発光媒体２２５との間の距離
ｄ１と、遮光部材２２６の幅ｄ２との間の関係が、ｄ２
≧ｄ１を満たすようにしている。この有機ＥＬ表示装置
では、単色光を発光する有機発光媒体２２５を用いてい
るので、有機発光媒体２２５の位置合わせを高精度に行
う必要性はそれほど高くない。また、色変換層２２４と
有機発光媒体２２５との間の距離ｄ１と、遮光部材２２
６の幅ｄ２との関係が、ｄ２≧ｄ１となるようにしてい
るので、色混ざりが生じにくく、その分、表示画像の品
質を向上させることができるという利点がある。
【０００７】しかしながら、この国際公開ＷＯ９８／３
４４３７号公報に記載の発明によっても、透光性媒体２
２８の肉厚によって決定される距離ｄ１は必ず０より大
きいため、高精細な表示にも限界があり、かつ、距離ｄ
１を数μｍ以下にするのは困難で、コストも高くなると
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いう問題があった。また、上記の国際公開ＷＯ９８／３
４４３７号公報に記載の発明によっても、一対の電極２
２１，２２２が光干渉を生じさせるため、視野角が変化
すると色度変化が生じるという問題があった。特に、有
機発光媒体として青色発光媒体を用いる場合、青色画素
にカラーフィルタを用いるため、青色光に対し光干渉に
よる色度変化を補償することができないという問題があ
った。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上述の問題に
かんがみてなされたものであり、視野角が変化しても色
度が変化しないで、視差による混色の少ない有機ＥＬ表
示装置及びその製造方法を提供することを目的とする。
【０００９】
【発明が解決しようとする手段】本発明の第一の態様に
よれば、電圧が印加される第一及び第二の電極と、第一
の電極と電気的に接続可能な、導電性色変換層と、第二
の電極と色変換層の間に設けられた有機発光媒体とを含
む有機ＥＬ表示装置が提供される。
【００１０】本発明の装置は、第一の電極、色変換層、
有機発光媒体及び第二の電極が、この順に配置し、第一
の電極と色変換層の幅がほぼ等しい構造をとり得る。ま
た、第一の電極が色変換層に接触しており、第一の電極
の幅が色変換層の幅よりも細い構造をとり得る。本発明
の装置では、第一及び第二の電極の間に電圧が印加され
ると、第一の電極と電気的に接続している色変換層と、
第二の電極の間に電界が生じる。そのため、第二の電極
と色変換層の間にある有機発光媒体が発光する。本発明
の装置では、色変換層と有機発光媒体が直接接触してい
てもよく、平坦化層等が介在していてもよい。また、第
一の電極と色変換層が直接接触していてもよく、スイッ
チング素子を介して接続していてもよい。色変換層は、
カラーフィルタ、蛍光体層又はそれらの組み合わせでよ
く、有機発光媒体は、例えば、三色発光タイプでも、単
色発光タイプでもよい。本発明の装置は、第一及び第二
の電極の間の光干渉が少ないか又は無いので、視野角が
変化しても色度が変化しない。また、有機発光媒体の光
が、高屈折率の第一の電極により、全く又はほとんど遮
られないので、光取り出しの効率を向上させることがで
きる。また、色変換層と有機発光媒体とを接触又はきわ
めて近接させて設けることができるので、視差による混
色が生じない。
【００１１】本発明の第二の態様によれば、導電性色変
換層と第一の電極を、電気的に接続可能に、形成し、こ
の色変換層の上に有機発光媒体を形成し、第一の電極と
の間に電圧が印加される、第二の電極を、有機発光媒体
の上に、色変換層と有機発光媒体１５～１３５を挟んで
形成することを含む、有機ＥＬ表示装置の製造方法が提
供される。好ましくは、第一の電極と色変換層は、エッ
チング法によって形成する。好ましくは、色変換層は、
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第一の電極にミセル電解法によって形成される。
【００１２】有機ＥＬ表示装置には、基板から光を取り
出す下取り出しタイプ、及び基板と反対側から光を取り
出す上取り出しタイプがあるが、本発明の装置はどちら
にも適用できる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好適な実施形態
を、図面を参照しながら具体的に説明する。
［第１の実施形態］図１は、本発明の有機ＥＬ表示装置
の第１の実施形態にかかり、その構成を説明する断面図
である。図１に示すように、この実施形態の有機ＥＬ表
示装置は、基板１０に形成された下部電極１１と、この
下部電極１１の上に形成され、導電性材料で形成された
色変換層１４と、下部電極１１に対向して設けられた上
部電極１２と、下部電極１１と色変換層１４との間に形
成された有機発光媒体１５とを有している。下部電極１
１及び上部電極１２は、それぞれ、線状の透明電極をス
トライプ状に配置してなっているとともに、下部電極１
１の前記透明電極と上部電極１２の前記透明電極とが互
いに直交するように配置されている。
【００１４】下部電極１１の上にはＲ，Ｇ，Ｂの三色の
色変換層１４が、交互に繰り返すように平面的に分離し
て形成されている。有機発光媒体１５は、この色変換層
１４に接触するように設けられている。したがって、下
部電極１１と上部電極１２との間に電圧を印加すると、
導電性を有する色変換層１４と上部電極１２との間に電
界が生じ、色変換層１４と接している有機発光媒体１５
が発光する。この実施形態では、有機発光媒体と色変換
層が直接接しているため、色変換層１４が高精度に位置
決めされていなくても、色変換層の位置ずれによる混色
が生じることがない。また、上部電極１２と下部電極１
１との間に色変換層１４を介在させているので、電極１
１，１２間の干渉作用が弱まり、視野角の変化による色
度の変化を抑制することができる。
【００１５】なお、以下に説明する実施形態でも同様で
あるが、有機発光媒体を構成する有機発光媒体は、Ｒ，
Ｇ，Ｂの三色の発光を行うものを分離して配置してもよ
い。また、青や白等の単一色の光を発光する単一の有機
発光媒体から有機ＥＬ表示装置を構成してもよく、この
ようにすることで、精密な位置合わせの必要がなくな
り、有機ＥＬ表示装置の構成を簡単なものにし、容易か
つ安価なコストで製造することが可能になる。上記した
有機ＥＬ表示装置を構成する導電性の色変換層１４，電
極１１，１２及び有機発光媒体１５については、後に詳
しく説明する。
【００１６】［第２の実施形態］図２は、本発明の有機
ＥＬ表示装置の第２の実施形態にかかり、その構成を説
明する断面図である。図２に示すように、この実施形態
の有機ＥＬ表示装置は、基板２０上に形成された下部電
極２１と、この下部電極２１に対向して配置された上部
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電極２２と、上部電極２２の下部電極２１に対向する側
に設けられた導電性の色変換層２４と、下部電極２１と
色変換層２４との間に形成された有機発光媒体２５とを
有している。この実施形態においても、Ｒ，Ｇ，Ｂの色
変換層２４が交互に繰り返すように平面的に分離配置さ
れているとともに、有機発光媒体２５が色変換層２４に
接触するように設けられている。
【００１７】この実施形態においても、下部電極２１と
上部電極２２との間に電界を生じさせると、導電性を有
する色変換層２４と下部電極２１との間に電位差が生
じ、色変換層２４に接している有機発光媒体２５が発光
する。さらに、色変換層２４が高精度に位置決めされて
いなくても、視差による混色が生じることがない。ま
た、上部電極２２と下部電極２１との間に色変換層２４
を介在させているので、電極２１，２２間の干渉作用を
弱めることができ、視野角の変化による色度の変化を抑
制することができる。
【００１８】［第３の実施形態］図３は、本発明の有機
ＥＬ表示装置の第３の実施形態にかかり、その構成を説
明する断面図である。図３に示すように、この実施形態
の有機ＥＬ表示装置は、基板３０に形成された下部電極
３１と、この下部電極３１の縁部に形成され、導電性材
料で形成された色変換層３４と、下部電極３１及び色変
換層３４に対向して設けられた上部電極３２と、上部電
極３２と色変換層３４との間に形成された有機発光媒体
３５とを有している。また、Ｒ，Ｇ，Ｂの色変換層３４
が交互に繰り返すように平面的に分離配置され、有機発
光媒体３５が、色変換層３４に接するように設けられて
いる。
【００１９】下部電極３１は色変換層３４よりも細幅に
形成されていて、色変換層３４と重ならないように、同
一の平面内に形成されている。本発明によれば、色変換
層３４が導電性を有し、下部電極３１と電気的に接続さ
れているので、上部電極３２と下部電極３１の間に電圧
を印加すると、色変換層３４と上部電極３２との間に電
界が生じ、この間で有機発光体３５が発光する。したが
って、下部電極３１の線幅を色変換層３４の幅に比して
きわめて小さくすることができ、光を透さない金属細線
によって下部電極３１を構成することが可能になる。こ
のように、電気抵抗値の小さい金属細線を下部電極３１
に用いることで、発光効率を向上させることができ、高
輝度で、消費電力の小さい有機ＥＬ表示装置を提供する
ことが可能になる。
【００２０】［第４の実施形態］図４は、本発明の有機
ＥＬ表示装置の第４の実施形態にかかり、その構成を説
明する断面図である。図４に示すように、この実施形態
の有機ＥＬ表示装置は、基板４０上に形成された導電性
材料の色変換層４４と、この色変換層４４の側面に密着
して形成され、一部が前記側面から色変換層４４の上面
まで延設された下部電極４１と、この下部電極４１及び
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7
色変換層４４に対向して設けられた上部電極４２と、上
部電極４２と色変換層４４との間に形成された有機発光
媒体４５とを有している。また、Ｒ，Ｇ，Ｂの色変換層
４４は、交互に繰り返すように平面的に分離配置され、
有機発光媒体４５が、色変換層４４に接するように設け
られている。
【００２１】本発明によれば、色変換層４４が導電性を
有し、下部電極４１と電気的に接続されているので、上
部電極４２と下部電極４１の間に電圧を印加すると、色
変換層４４と上部電極４２との間に電界が生じ、この間
で有機発光体４５が発光する。この第４の実施形態にお
いても、先に説明した第３の実施形態と同様に、下部電
極４１の線幅を色変換層４４の幅に比してきわめて小さ
くすることができるので、光を透さない金属細線によっ
て下部電極４１を構成することが可能になる。また、電
気抵抗値の小さい金属細線を下部電極４１に用いること
ができるので、発光効率を向上させることができ、高輝
度で、消費電力の小さい有機ＥＬ表示装置を提供するこ
とが可能になる。さらに、この第４の実施形態では、下
部電極４１が色変換層４４の側面から上面まで延設され
るように形成されているので、下部電極４１と色変換層
４４の密着性を高めることができ、より信頼性の高い有
機ＥＬ表示装置を得ることができる。
【００２２】［第５の実施形態］図５（ａ）は、本発明
の有機ＥＬ表示装置の第５の実施形態にかかり、その構
成を説明する断面図である。図５（ｂ）は、図５（ａ）
と図４の下部電極及び色変換層の拡大断面図である。図
５（ａ）に示すように、この実施形態の有機ＥＬ表示装
置は、基板５０上に形成された導電性材料の色変換層５
４と、この色変換層５４の側面の全周又は一部を囲うよ
うに、かつ、密着して形成され、一部が前記側面から色
変換層５４の上面まで延設された下部電極５１と、この
下部電極５１及び色変換層５４に対向して設けられた上
部電極５２と、上部電極５２と色変換層５４との間に形
成された有機発光媒体５５とを有している。また、Ｒ，
Ｇ，Ｂの色変換層５４は、交互に繰り返すように平面的
に分離配置され、有機発光媒体５５が、色変換層５４に
接するように設けられている。
【００２３】この第５の実施形態では、下部電極５１が
色変換層５４の側面の全周又は一部を囲うように形成さ
れ、かつ、その一部が色変換層５４の前記側面から色変
換層５４の上面まで延設されるように形成されているの
で、下部電極５１と色変換層５４の密着性を第４の実施
形態よりもさらに高めることができ、より信頼性の高い
有機ＥＬ表示装置を得ることができる。なお、上記第４
の実施形態及びこの第５の実施形態においては、下部電
極５１（４１）の上端を、図５（ｂ）に示すように、色
変換層５４（４４）の中央に向かうほど低くなるテーパ
面５４ａ（４４ａ）として形成することで、下部電極５
１（４１）と色変換層５４（４４）との間の段差をなく
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して、表示上の欠陥の発生を抑制することができる。ま
た、基板に形成する下部電極は、第４の実施形態に示し
た下部電極４１又は第５の実施形態で示した下部電極５
１のいずれか一方でもよいが、これらを適宜に組み合わ
せて、例えば、第４の実施形態の下部電極４１と第５の
実施形態の下部電極５１をストライプ状に交互に配置す
るようにしてもよい。
【００２４】［第６の実施形態］図６は、本発明の有機
ＥＬ表示装置の第６の実施形態にかかり、その構成を説
明する断面図である。図６に示すように、この実施形態
の有機ＥＬ表示装置は、基板６０に形成されたＲ，Ｇ，
Ｂの三色の色変換層６４と、上部電極６２と、色変換層
６４の上面に上部電極６２に対向して配置された下部電
極６１と、色変換層６４と上部電極６２との間に形成さ
れた有機発光媒体６５とを有している。有機発光媒体６
５は、色変換層６４及び下部電極６１の周囲を覆うよう
に設けられている。
【００２５】本発明は、色変換層６４が導電性を有し、
この色変換層６４と上部電極６２との間に電界を生じさ
せて有機発光媒体６５を発光させるものであるため、下
部電極６１を色変換層６４に対してきわめて細幅に形成
することが可能になる。また、下部電極６１は色変換層
６４の上面のいずれかに位置していればよいので、色変
換層６４に沿って下部電極６１を形成する際に、色変換
層６４に対する下部電極６１の位置合わせがきわめて容
易になり、製造コストを大幅に削減することが可能にな
る。
【００２６】［第７の実施形態］図７は、本発明の有機
ＥＬ表示装置の第７の実施形態にかかり、その構成を説
明する断面図である。図７に示すように、この実施形態
の有機ＥＬ表示装置は、基板７０と、画素配置に合わせ
て基板７０に形成された凹部７０ａと、この凹部７０ａ
の内部に配置されたＲ，Ｇ，Ｂの三色の色変換層７４
と、この色変換層７４の上に形成された下部電極７１
と、この下部電極７１に対抗して配置された上部電極７
２と、色変換層７４と上部電極７２との間に形成された
有機発光媒体７５とを有している。
【００２７】この第７の実施形態においても、第６の実
施形態と同様に、下部電極７１を色変換層７４に対して
きわめて細幅に形成することが可能になる。また、下部
電極７１は色変換層７４の上面のいずれかに位置してい
ればよいので、色変換層７４に沿って下部電極７１を形
成する際に、色変換層７４に対する下部電極７１の位置
合わせがきわめて容易になり、製造コストを大幅に削減
することが可能になる。さらに、この第７の実施形態で
は、基板７０に形成された凹部７０ａに色変換層７４を
埋め込んでいるので、有機ＥＬ表示装置の肉厚を薄くす
ることができるという利点がある。
【００２８】［第８の実施形態］図８は、本発明の有機
ＥＬ表示装置の第８の実施形態にかかり、その構成を説
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9
明する断面図である。図８に示すように、この実施形態
の有機ＥＬ表示装置は、基板８０に形成された下部電極
８１と、この下部電極８１を包み込むように、導電性材
料で形成されたＲ，Ｇ，Ｂの三色の色変換層８４と、下
部電極８１及び色変換層８４に対向して設けられた上部
電極８２と色変換層８４との間に形成された有機発光媒
体８５とを有している。
【００２９】この実施形態においても、下部電極８１を
導電性の色変換層８４よりも細幅に形成することが可能
である。また、下部電極８１は、色変換層８４の内部の
いずれかに位置していればよいので、下部電極８１の上
に色変換層８４を形成する際の位置合わせが極めて容易
になる。さらに、下部電極８１の段差をなくして表示上
の欠陥の発生を抑制することができる。また、下部電極
８１を色変換層８４で被覆しているため、下部電極８１
の損傷を防止することができるという利点がある。さら
に、上部電極８２と下部電極８１との間に色変換層８４
を介在させているので、下部電極８１と上部電極８２と
の間の干渉作用が弱まり、視野角の変化による色度の変
化を抑制することができる。
【００３０】［第９の実施形態］図９は、本発明の有機
ＥＬ表示装置の第９の実施形態にかかり、その構成を説
明する断面図である。図９に示すように、この実施形態
の有機ＥＬ表示装置は、基板９０に形成された下部電極
９１と、この下部電極９１の上に形成され、導電性材料
で形成されたＲ，Ｇ，Ｂの三色の色変換層９４と、下部
電極９１及び色変換層９４に対向して設けられた上部電
極９２と色変換層９４との間に形成された有機発光媒体
９５とを有している。また、各色変換層９４の間には、
視野角の違いによる混色を防止するための遮光層９６が
設けられている。この実施形態のように、色変換層９４
の間に遮光層９６を設けることで、混色を防止し、より
高品位の表示画像を得ることができるという利点があ
る。また、遮光層９４の膜厚は、色変換層９４の膜厚に
下部電極９１の肉厚を加えた寸法よりも僅かに大きく形
成するのが好ましい。このようにすることで、隣接する
色変換層９４からの入光を防止して、色の混色が少な
く、より広い視野角の表示を得ることができる。
【００３１】［第１０の実施形態］図１０は、本発明の
有機ＥＬ表示装置の第１０の実施形態にかかり、その構
成を説明する断面図である。図１０に示すように、この
実施形態の有機ＥＬ表示装置は、基板１００に形成され
た下部電極１０１と、この下部電極１０１の上に形成さ
れ、導電性材料で形成されたＲ，Ｇ，Ｂ三色の色変換層
１０４と、下部電極１０１及び色変換層１０４に対向し
て設けられた上部電極１０２と、この上部電極１０２と
色変換層１０４との間に形成された有機発光媒体１０５
とを有している。色変換層１０４の上面及び周囲には電
荷輸送性平坦化層１０７が形成されていて、色変換層１
０４の突起や凹凸、色変換層１０４の間の溝を埋めてい
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る。
【００３２】この実施形態では、色変換層１０４の突起
や凹凸、色変換層１０４の間の溝を埋めて平坦化するこ
とができるので、色変換層１０４と上部電極１０２が短
絡する不都合を回避することができるほか、色変換層１
０４と有機発光媒体１０５との境界面における突起や凹
凸をなくすことによって、表示画像の画質向上を図るこ
とができる。なお、上記した第１～第１０の実施形態で
は、色変換層１４～１０４を導電性材料で形成している
ので、後述するミセル電解法を用いることで、画素部分
に色変換層を形成することができる。
【００３３】［第１１の実施形態］図１１は、本発明の
有機ＥＬ表示装置の第１１の実施形態にかかり、その構
成を説明する断面図である。図１１に示すように、この
実施形態の有機ＥＬ表示装置は、基板１１０に形成され
た下部電極１１１と、この下部電極１１１に離間して基
板１１０上に形成され、導電性材料で形成されたＲ，
Ｇ，Ｂの三色の色変換層１１４と、下部電極１１１及び
色変換層１１４に対向して設けられた上部電極１１２
と、この上部電極１１２と色変換層１１４との間に形成
された有機発光媒体１１５と、下部電極１１１と色変換
層１１４とを電極板１１１ａを介して接離可能に接続す
るスイッチング素子１１６とを有している。そして、ス
イッチング素子１１６を電気的又は機械的に操作して、
色変換層１１４と上部電極１１２との間に電界を生じさ
せることで、当該色変換層１１４に接している有機発光
媒体１１５が発光する。
【００３４】この実施形態によれば、スイッチング素子
１１６を操作することで目標の色変換層１１４のみに電
圧を印加することが可能であるので、クロストークが生
じることがない。また、スイッチング素子１１６によっ
て発光状態を維持するようにすることで、色変換層１１
４の数及び表示画面の走査本数を増やしても、高い発光
輝度を維持することができるうえ、発光効率も高くする
ことができるという利点がある。そのため、大型の表示
画面に特に適している。また、この実施形態では、後述
するミセル電解法を用い、所定のスイッチング素子１１
６を操作することで、所定の電極板１１１ａに電位を生
じさせ、任意部分に色変換層１１４を形成することが可
能である。
【００３５】［第１２の実施形態］上記第１１の実施形
態では、色素層１１４と下部電極１１１とを、スイッチ
ング素子１１６を介して接続していた。図１２に示す第
１２の実施形態では、スイッチング素子１２６を上部電
極１２２側に設けている。すなわち、下部基板１２０ａ
側の下部電極１２１の上にＲ，Ｇ，Ｂの色変換層１２４
を配置し、各色変換層１２４の真上位置に、色変換層１
２４の各々に対応させて、上部基板１２０ｂに電極板１
２２ａを配置する。上部電極１２２は、電極板１２２ａ
から離間した位置に配置する。そして、上部電極１２２
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と電極板１２２ａとをスイッチング素子１２６で接離自
在に接続する。スイッチング素子１２６を操作して、色
変換層１２４と電極板１２２ａとの間に電界を印加させ
ると、電極板１２２ａと色変換層１２４との間で有機発
光媒体１２５が発光する。この実施形態においても、後
述するミセル電解法を用い、所定のスイッチング素子１
２６を操作することで、任意部分に色変換層１２４を形
成することが可能である。
【００３６】［第１３の実施形態］図１３は、本発明の
有機ＥＬ表示装置の第１３の実施形態にかかり、その構
成を説明する断面図である。この実施形態では、下部電
極１３１がほぼ同一面上に色変換層１３４と接触して配
置されている。下部電極１３１は色変換層１３４と同一
の材料から形成されている。この実施形態によれば、色
変換層１３４の形成工程と同一の工程で下部電極１３１
を形成することができるので、有機ＥＬ表示装置の製造
工程を削減することができ、製造コストを安くすること
ができるという利点がある。なお、上記の第１～第１３
の実施形態では、色変換層１４～１３４はＲ，Ｇ，Ｂの
三色として説明したが、色変換層１４～１３４の色はこ
れに限らず他の色の組み合わせであってもよい。また、
色変換層１４～１３４は単一色であってもよい。また、
第１～第１３の実施形態では、基板の上又は中に、色変
換層及び／又は下部電極を設けたが、基板に限定され
ず、封止部材、絶縁層、平坦化層等でもよい。
【００３７】［有機ＥＬ表示装置の製造方法］本発明の
有機ＥＬ表示装置は、導電性色変換層１４～１３４と下
部電極１１～１３１を、電気的に接続可能に形成し、色
変換層１４～１３４の上に有機発光媒体１５～１３５を
形成し、下部電極１１～１３１との間に電圧が印加され
る、上部電極１２～１３２を、有機発光媒体１５～１３
５の上に、色変換層１４～１３４と有機発光媒体１５～
１３５を挟んで形成することによって得られる。下部電
極１１～１３１及び上部電極１２～１３２は、後述のエ
ッチング法によってパターン形成することができる。ま
た、色変換層１４～１３４の外形の形成は、下部電極１
１～１３１及び上部電極１２～１３２を形成する際に用
いられる前記と同様のエッチング法によって行うことが
できる。
【００３８】また、図１０に示すように、色変換層１０
４と有機発光媒体１０５との間に、電荷輸送性平坦化層
１０７を形成する場合には、色変換層１０４を形成した
後に、電荷輸送性平坦化層１０７を形成するようにする
とよい。この電荷輸送性平坦化層１０７の厚みは、０．
５μｍ～２０μｍの範囲内であるのが好ましく、１μｍ
～１５μｍの範囲内であるのが特に好ましい。さらに、
図１１及び図１２に示すように、下部電極１１１と色変
換層１１４との間又は上部電極１２２と色変換層１２４
との間にスイッチング素子１１６，１２６を形成する場
合には、下部電極１１１又は上部電極１２２を形成する
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工程で形成するとよい。
【００３９】［各構成要素の説明］次に、上記した第１
～第１３の実施形態に示した有機ＥＬ表示装置の各構成
要素を詳細に説明する。
１．基板
本発明の有機ＥＬ表示装置を構成する基板１０～１３０
としては、透光性のものが用いられる。基板１０～１３
０の透光性については、４００～７００ｎｍの可視領域
の光の透過率が５０％以上であるものが望ましく、平滑
な基板を用いるのがさらに好ましい。このような透光性
の基板としては、例えば、ガラス基板、合成樹脂基板等
が好ましい。前記ガラス基板としては、ソーダ石灰ガラ
ス、バリウム・ストロンチウム含有ガラス、鉛ガラス、
アルミノケイ酸ガラス、ホウケイ酸ガラス、バリウムホ
ウケイ酸ガラス、石英等で形成されたものが挙げられ
る。また、合成樹脂基板としては、ポリカーボネート樹
脂、アクリル樹脂、ポリエチレンテレフタレート樹脂、
ポリエーテルサルファイド樹脂、ポリサルフォン樹脂等
で形成されたものが挙げられる。
【００４０】２．色変換層
導電性を有する色変換層１４～１３４としては、その機
能に基づいてカラーフィルタ及び／又は蛍光体層を用い
ることができる。カラーフィルタは、機能上、光を分解
またはカットして取り出すので光の損失が相対的に大き
い。例えば、白色の発光を三原色（赤、緑、青）に分解
する場合は、白色の輝度が３分の１程度に減少するとい
う欠点がある。その反面、有機発光媒体１５～１３５の
光の一部を吸収することにより、色純度を向上させる機
能を有するという利点がある。蛍光体層は、有機発光媒
体１５～１３５の光を吸収した蛍光体層がみずから発光
することにより、色変換を行う機能を有する。つまり、
蛍光体層は、光を吸収してより長波長の蛍光に変換する
機能を有する。例えば、蛍光体層の光の吸収効率が８０
％で、８０％の蛍光収率で蛍光を発する場合は、６４％
の長波長の光に変換することができる。また、蛍光体層
は、自ら蛍光を等方的に発光するので、より視野角を広
げ、視認性を高める効果を発揮することができるという
利点がある。したがって、有機ＥＬ表示装置の色変換層
としては、蛍光体層を使用するのが好ましい。しかしな
がら、特に、色純度を向上させたり、外部光の入射を防
いでコントラストを向上させる必要があるような場合に
は、前記したカラーフィルタを用いるのがよい。
【００４１】（１）カラーフィルタ
導電性を有するカラーフィルタとしては、色素と粒子状
導電性材料とからなるものが好ましい。カラーフィルタ
を、色素と粒子状導電性材料とから構成することで、耐
久性に優れ、かつ、安定した導電性が得られる。また、
好ましくは、バインダー樹脂を加える。バインダー樹脂
を加えることで、カラーフィルタの機械的強度を向上さ
せることができる。
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（ｉ）色素
前記色素の好ましいものとしては、
赤色（Ｒ）色素：ペリレン系顔料、レーキ顔料、アゾ系
顔料、キナクリドン系顔料、アントラキノン系顔料、ア
ントラセン系顔料、イソインドリン系顔料、イソインド
リノン系顔料等の単品及び少なくとも二種類以上の混合
物、
緑色（Ｇ）色素：ハロゲン多置換フタロシアニン系顔
料、ハロゲン多置換銅フタロシアニン系顔料、トリフェ
ニルメタン系塩基性染料、イソインドリン系顔料、イソ
インドリノン系顔料等の単品及び少なくとも二種類以上
の混合物、
青色（Ｂ）色素：銅フタロシアニン系顔料、インダンス
ロン系顔料、インダフェノール系顔料、シアニン系顔
料、ジオキサジン系顔料の単品及び少なくとも二種以上
の混合物、
が挙げられる。
【００４２】（ii）粒子状導電性材料
一方、微粒子状の導電性材料としては、特に制限はない
が、酸化錫、酸化亜鉛、酸化インジウム、酸化インジウ
ムに酸化錫をドープしたＩＴＯ（Indium-Tin-Oxide）、
酸化インジウムと酸化亜鉛を主成分とする酸化物、カー
ボン、アルミニウム、ニッケル、クロム等の金属などの
微粒子が用いられる。好ましくは、導電性酸化物であ
り、導電性酸化物から構成することで、透明性を損なう
ことなく、光取り出し効率を低下させることもないとい
う利点がある。この中で、色素中での分散性がよく、色
素に分散した場合に良好な導電性が得られることから、
酸化錫、ＩＴＯが好ましい。これら導電性材料の粒径
は、１００オングストローム～１０μｍ、好ましくは５
００オングストローム～２μｍであるのがよい。１００
オングストローム未満であると導電性がきわめて低くな
り、２μｍを超えると色素中で均一な導電性粒子の分散
が得られない。
【００４３】（iii）バインダー樹脂
導電性を有する他のカラーフィルタとして、微粒子状の
導電性材料と色素にバインダー樹脂を加えたものがあ
る。このようなカラーフィルタは機械的強度が向上し、
傷がつくにくく、有機ＥＬ表示装置の製造歩留まりを向
上させる点で好ましい。バインダー樹脂は、透明な（可
視光５０％以上）材料のものが好ましい。例えば、ポリ
メチルメタクリレート、ポリアクリレート、ポリカーボ
ネート、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリド
ン、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセ
ルロース等の透明樹脂（高分子）が挙げられる。
【００４４】カラーフィルタを平面的に分離配置するた
めにフォトリソグラフイー法を用いる場合には、フォト
リソグラフイー法が適用できる感光性樹脂を使用するこ
とが好ましい。例えば、アクリル酸系、メタクリル酸
系、ポリケイ皮酸ビニル系、環ゴム系等の反応性ビニル
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基を有する光硬化型レジスト材料を用いるとよい。ま
た、カラーフィルタを平面的に分離配置するために印刷
法を用いる場合には、透明な樹脂を使用することが好ま
しい。例えば、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリ塩化ビニリデ
ン樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、アルキド樹
脂、エポキシ樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリエステル樹
脂、マレイン酸樹脂、ポリアミド樹脂、ポリカーボネー
ト、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ヒ
ドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロー
ス等の透明樹脂を用いるとよい。
【００４５】（２）蛍光体層
次に、本発明に用いることのできる蛍光体層について説
明する。蛍光体層は、好ましくは、蛍光色素と粒子状導
電性材料とから構成する。蛍光体層を、蛍光色素と粒子
状導電性材料とから構成することで、耐久性に優れ、か
つ、安定した導電性が得られる。また、好ましくは、バ
インダー樹脂を加える。バインダー樹脂を加えること
で、蛍光体層の機械的強度を向上させることができる。
導電性を有する色変換層１４～１３４として本発明に用
いることができる蛍光体層の例としては、
（ａ）粒子状導電性材料と蛍光色素
（ｂ）粒子状導電性材料と色素およびバインダー樹脂
（ｃ）蛍光色素を、顔料樹脂及びバインダー樹脂あるい
はいずれか一方の中に溶解または分散させた微粒子状固
体材料と粒子状導電性材料
がある。蛍光体層としてさらに好適なものとして、
（ｄ）電子輸送材料と還元性ドーパントで形成された半
導電性電子輸送層に、蛍光性低分子または蛍光性高分子
を分散させた導電性蛍光体層がある。
【００４６】（ｉ）蛍光色素
導電性蛍光体層に用いられる蛍光色素の具体例を説明す
る。まず、近紫外光～紫色の有機ＥＬ素子の発光を、青
色発光に変換する蛍光色素としては、１、４－ビス（２
－メチルスチリル）ベンゼン、トランスー４、４’－ジ
フェニルスチルベンの等スチルベン系色素、７－ヒドロ
キシ－４－メチルクマリン等のクマリン系色素等の１種
または２種以上を挙げることができる。次いで、青色～
青緑色の有機ＥＬ素子の発光を、緑色発光に変換する蛍
光色素としては、例えば、２、３、５、６－１Ｈ、４Ｈ
－テトラヒドロ－８－トリフロルメチルキノリジノ
（９、９ａ、１－ｇｈ）クマリン、３－（２’－ベンゾ
チアゾリル）－７－ジエチルアミノクマリン、３－
（２’－ベンズイミダゾリル）－７－Ｎ、Ｎ－ジエチル
アミノクマリン等のクマリン色素、ベーシックイエロー
５１、または、ソルべントイエロー１１、ソルベントイ
エロー１１６等のナフタルイミド色素等の１種または２
種以上を挙げることができる。
【００４７】また、青色～緑色の有機ＥＬ素子の発光
を、橙色～赤色発光に変換する蛍光色素については、例
えば、４－ジシアノメチレン－２－メチル－６－（p－
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ジメチルアミノスチルリル）－４Ｈ－ピラン等のシアニ
ン系色素、１－エチル－２－（４－（p－ジメチルアミ
ノフェニル）－１、３－ブタジエニル）－ピリジニウム
－パークロレート等のピリジン系色素、ローダミンＢ、
ローダミン６Ｇ等のローダミン系色素、あるいは他にオ
キサジン系色素等の１種または２種以上が挙げられる。
さらに、各種染料（直接染料、酸性染料、塩基性染料、
分散染料等）も蛍光性があれば可能である。
【００４８】また、前記蛍光色素をポリメタクリル酸エ
ステル、ポリ塩化ビニル、塩化ビニルと酢酸ビニルの共
重合体、アルキッド樹脂、芳香族スルホンアミド樹脂、
ユリア樹脂、メラミン樹脂、べンゾグアナミン樹脂等の
樹脂中にあらかじめ練りこんで粉砕し、微粒子状とした
顔料でもよい。また、これらの蛍光色素または顔料は、
必要に応じて、単独または混合して用いてもよい。特に
赤色への蛍光変換効率が低いので、上記色素を混合して
用いて、発光から蛍光への変換効率を高めることもでき
る。
（ii）粒子状導電性材料とバインダー樹脂については、
カラーフィルタと同様である。
【００４９】（３）カラーフィルタの形成方法
上記したように導電性の微粒子を含むカラーフィルタの
形成方法には、顔料分散法、印刷法、電着法、ミセル電
解法等がある。例えば持開平７－１２８５１９号公報等
に記載されたミセル電解法によって、カラーフィルタを
形成する方法を説明する。ミセル電解法によって形成さ
れたカラーフィルタは、顔料の含有量が高く、耐光性に
優れるという利点がある。
【００５０】（ｉ）ミセル電解法
ミセル電解法では、後述する疎水化処理を施した前記カ
ラーフィルタ用色素（顔料又は染料）及び導電性粒子
を、フェロセン誘導体からなる界面活性剤（ミセル化
剤）を用い、水性媒体中に分散させて、ミセル分散液を
調製する。そして、導電性薄膜が形成された絶縁性基板
を挿入し、これを通電してミセル電解（ミセルが通電に
よって崩壊し、ミセルに内包された色素などが析出する
こと）を行い、前記絶縁性基板の導電性薄膜上に、所望
の薄膜（導電性カラーフィルタ）を形成する。
【００５１】用いることのできる水性媒体としては、
水、水とアルコールとの混合液、水とアセトンとの混合
液など種々の媒体がある。例えば、次に示すフェロセン
誘導体界面活性剤を挙げることができる。
【００５２】
【化１】
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【００５３】なお、フェロセン誘導体としては、このほ
か国際公開ＷＯ８９／０１９３号明細書、特開平１－４
５３７０号公報、特開平１－２２６８９４号公報、特開
平２－８３３８７号公報、特開平２－２５０８９２号公
報などに記載された方法によって製造されるものを使用
することができる。なお、界面活性剤（ミセル化剤）と
してフェロセン誘導体を一種類用いても良く、又は、二
種類以上を組合せても良い。あるいは、フェロセン誘導
体と他の界面活性剤とを組合せても良い。他の界面活性
剤としては、例えばポリオキシエチレンアルキルエ－テ
ル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエ
チレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン
ポリオキシプロピレンアルキルエーテル等の非イオン性
界面活性剤と、アルキル硫酸塩、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、塩化アルキルトリメチルアンモ
ニウム、脂肪酸ジエチルアミノエチルアミド等のカチオ
ン性及びアニオン性界面活性剤を挙げることができる。
【００５４】水性媒体中にフェロセン誘導体、所望に応
じて用いられる他の界面活性剤及び所望の色素（顔
料）、または導電性粒子を入れて、メカニカルホモジナ
イザー、超音波ホモジナイザー、ボールミル、サンドミ
ル、スターラーなどで十分に攪拌する。なお、超音波を



(10) 特開２００２－２３１４５２

10

20

30

40

50

17
用いる場合には超音波印加条件を５時間／リットル以下
とし遠心分離を用いる場合には遠心条件として４Ｇ以下
とすることが好ましい。この操作により、界面活性剤の
作用で、顔料は水性媒体中に均一に分散又はミセル化し
て、分散液又はミセル溶液となる。この際のミセル化剤
の濃度については、特に制限はないが、通常は、フェロ
セン誘導体及び他の界面活性剤の合計濃度が臨界ミセル
濃度以上、好ましくは０．１ミリモル／リットル～１モ
ル／リットルの範囲で選択する。一方、顔料又は染料濃
度は通常１～５００グラム／リットルの範囲で選択す
る。
【００５５】また、水性媒体の電気伝導度を調節するた
めに、支持塩（支持電解質）を必要に応じて加えるとよ
い。この支持塩の添加量は、分散している顔料の電極へ
の析出を妨げない範囲であれば良く、通常は０．０５～
１０モル／リットルの範囲で選択する。この支持塩を加
えずに電解を行うことも可能である。この場合は、支持
塩を含まない純度の高い薄膜（色素膜）を得ることがで
きる。また、支持塩を用いる場合、その支持塩の種類
は、ミセルの形成や電極への顔料の析出を妨げることな
く、水性媒体の電気伝導度を調節できるものであれば特
に制限はない。具体的には、一般に広く支持塩として用
いられている硫酸塩（リチウム、カリウム、ナトリウ
ム、ルビジウム、アルミニウムなどの塩）、酢酸塩（リ
チウム、カリウム、ナトリウム、ルビジウム、べリリウ
ム、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、バリ
ウム、アルミニウムなどの塩）、さらに、アンモニウム
塩などが好適であり、例えば、ＬｉＢｒ，ＫＣｌ，Ｌｉ

２
ＳＯ

４
，（ＮＨ

４
）ＢＦ

４
などを挙げることができ

る。さらに０．５μm以下のフィルターでろ過すること
が好ましい。
【００５６】このようにして、赤色色素（顔料又は染
料）、緑色色素（顔料又は染料）、青色色素（顔料又は
染料）、微粒子状の導電性材料、のそれぞれを分散した
ミセル分散液を調製する。なお、混合顔料のミセル分散
液は、水性媒体中に混合すべき顔料又は染料をミセル化
剤とともに一度加え、分散させて調製しても良く、また
は水性媒体中に混合すべき単一顔料をミセル化剤ととも
に加え、分散させて得られたそれぞれのミセル分散液を
混合させて調製しても良い。電解条件は、各種状況に応
じて適宜選択すれば良いが、通常、液温は０～９０℃、
好ましくは１０～７０℃の範囲で選択するのが良い。電
圧は０．０３～１．５Ｖ、好ましくは、０．１～０．９
Ｖの範囲で選択するのが良い。また、電流密度は通常１
０ｍＡ／ｃｍ２以下であり、好ましくは５０～３００μ
Ａ／ｃｍ２の範囲で選択するのがよい。この電解処理を
行うと、ミセル電解法の原理にしたがった反応が進行す
る。これをフェロセン誘導体のＦｅイオンの挙動に着目
すると、陽極ではフェロセンのＦｅ２＋がＦｅ３＋とな
って、ミセルが崩壊し、顔料又は染料が陽極上に析出す
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る。
【００５７】一方、陰極では陽極で酸化されたＦｅ３＋

がＦｅ２＋に還元されて元のミセルに戻るので、繰り返
し同じ溶液で製膜操作を行うことができる。各色素膜
（層）の膜厚および透過率は、上記の電圧の範囲におい
て、電解時間を操作すれば、コントロールすることがで
きる。次に、ミセル電解処理で形成された薄膜（導電性
カラーフィルタ）は、通常、純水などで洗浄した後、室
温での風乾を行っても良いし、必要に応じて２００℃ま
での温度範囲で加熱処理を行っても良い。また、下部電
極に選択的に電位を加えることにより、所望の色を実現
する導電性のカラーフィルタを選択された電極上に設け
ることができる。この選択はあらかじめ基板に設けられ
た電気スイッチで行っても良い。電気スイッチは結晶シ
リコン、多結晶シリコン、非晶質シリコンなど様々な半
導体で形成しうるのであって導電性カラーフィルタの製
膜位置の指定を行うために用いることができるととも
に、表示装置の作製後は発光画素の選択を行うために用
いられる。
【００５８】（ii）透明光硬化性レジスト硬化物
透明光硬化性レジスト硬化物は、アクリル、メタクリル
酸誘導体とその共重合体の混合物等を用いることができ
る。透明光硬化性レジストを、ロールコート、スピンコ
ート、またはオフセット印刷などで、基板全面に塗布
し、フォトリソグラフイー法にて、複数色の色素層の形
成工程の前又は各形成工程の間に、少なくとも複数色の
色素層の形成される領域に対応する部分を除いた部分に
積層されるようにパターニングし、オーブンやホットプ
レートで１５０～３００℃で加熱熱硬化させて、保護膜
を形成してもよい。
【００５９】（iii）透明熱硬化性樹脂硬化物
透明熱硬化性樹脂硬化物は、アクリル、メタクリル酸誘
導体とその共重合体の混合物等を用いることができる。
透明熱硬化性樹脂硬化物を、ロールコートまたはオフセ
ット印刷などで、複数色の色素層の形成工捏の前また
は、各形成工程の間に、少なくとも複数色の色素層の形
成される領域に対応する部分を除いた部分に積層塗布
し、オーブンやホットプレートで１５０～３００℃で加
熱硬化させて、絶縁膜として形成してもよい。
【００６０】３．電極及び有機発光媒体
本発明における有機ＥＬ表示装置の素子構造は、電極間
に有機発光媒体を挟持したものである。第一の電極及び
第二の電極は、有機発光表示装置の構成により、いずれ
も陽極又は陰極となり得る。また、有機発光媒体は正孔
輸送層、有機発光層、電子輸送層等からなる。有機発光
層は一層あるいは二層以上積層した構造でもよい。以下
に、電極及び有機発光媒体の構成を例示する。
①  陽極、有機発光層、陰極
②  陽極、正孔輸送層、有機発光層、電子輸送層、陰極
③  陽極、正孔輸送層、有機発光層、陰極
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④  陽極、有機発光層、電子輸送層、陰極等の構造が挙
げられる。
さらに、本発明においては、導電性の色変換層を陽極と
陰極の間、好適には陽極または陰極に密着させて配置す
る。第９の実施形態等の電子輸送性平坦化層は電子輸送
層として機能する。本発明においては陽極と陰極に挟ま
れた上記構成全体を有機発光媒体と記載する。
【００６１】（１）電極
光取出し側の電極は透明電極であり、かかる透明電極
は、酸化インジウムと酸化亜鉛のみからなる透明電極で
あってもよいが、これら２成分に対して、原子比で０．
２以下の配合割合のドープ金属を含有するものであって
もよい。このようなドープ金属としては、錫、アルミニ
ウム、アンチモン、ガリウム、セレンなどを用いること
ができる。これらドープ金属は、その金属化合物を原料
調合工程においてインジウム化合物と亜鉛化合物とに配
合しておくことにより、ドープ金属を含有した酸化イン
ジウムと酸化亜鉛を主成分とする透明電極とすることが
できる。
【００６２】このようにして得られる透明電極の組成
は、ＩｎとＺｎの原子比［Ｉｎ／（Ｉｎ＋Ｚｎ）］が
０．２～０．９、より好ましくは、０．５～０．９であ
るものが適しており、その膜厚は、２００～６０００オ
ングストローム、好ましくは６００～２０００オングス
トロームであるものが好ましい。この酸化インジウムと
酸化亜鉛を主成分とする非晶質酸化物透明電極は、所定
のスパッタリングターゲットを用いた各種のスパッタリ
ング法（ＤＣ（直流）スパッタリング、ＲＦ（高周波）
スパッタリング、ＤＣマグネトロンスパッタリング、Ｒ
Ｆマグネトロンスパッタリング、ＥＣＲ（Electron Cyc
lotron Resonance）プラズマスパッタリング、イオンビ
ームスパッタリング等）やイオンプレーティング法等に
よって製膜することができる。
【００６３】陽極は、正孔を正孔輸送層または発光層に
注入する役割を担うものであり、４．５ｅＶ以上の仕事
関数を有することが効果的である。本発明に用いられる
陽極材料の別の具体例としては、酸化インジウム錫合金
（ＩＴＯ）、酸化錫（ＮＥＳＡ）、金、銀、白金、銅等
が適用できる。また、陰極は、電子輸送層または発光層
に電子を注入する目的で、仕事関数の小さい材料が好ま
しい。陰極材料は特に限定されないが、具体的にはイン
ジウム、アルミニウム、マグネシウム、マグネシウムー
インジウム合金、マグネシウムーアルミニウム合金、ア
ルミニウムーリチウム合金、アルミニウム－スカンジウ
ムーリチウム合金、マグネシウムー銀合金等が使用でき
る。電極を形成するためのエッチング処理は、一般に行
われているエッチングの方法と同様に行えばよく、まず
透明電極層の表面にレジストを塗布し、マスクをつけて
露光した後、有機溶媒によって現像処理し、酸水溶液ま
たはＣＨＦ等のガスを用いてエッチングしてから、レジ
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ストを剥離することにより、所定のパターンに形成する
ことができる。
【００６４】（２）有機発光媒体
電子輸送層（電子注入層）に用いられる電子輸送材料は
特に限定されず、通常電子輸送材として使用されている
化合物であれば何を使用してもよい。例えば、２－（４
－ビフェニリル）－５－（４－t－ブチルフェニル）－
１，３，４－オキサジアゾール、ビス｛２－（４－t－
ブチルフェニル）－１，３，４－オキサジアゾール｝－
ｍ－フェニレン等のオキサジアゾール誘導体、トリアゾ
ール誘導体、キノリノール系の金属錯体が挙げられる。
また電子輸送層を構成する無機化合物として、絶縁体ま
たは半導体を使用することが好ましい。電子輸送層が絶
縁体や半導体で構成されていれば、電流のリークを有効
に防止して、電子注入性を向上させることができる。こ
のような絶縁体としては、アルカリ金属カルコゲナイ
ド、アルカリ土類金属カルコゲナイド、アルカリ金属の
ハロゲン化物およびアルカリ土類金属のハロゲン化物か
らなる群から選択される少なくとも一つの金属化合物を
使用するのが好ましい。電子輸送層がこれらのアルカリ
金属カルコゲナイド等で構成されていれば、電子注入性
をさらに向上させることができる点で好ましい。
【００６５】具体的に、好ましいアルカリ金属カルコゲ
ナイドとしては、例えば、Ｌｉ

２
０、ＬｉＯ、Ｎａ

２
Ｓ、Ｎａ

２
ＳｅおよびＮａＯか挙げられ、好ましいア

ルカリ土類金属カルコゲナイドとしては、例えば、Ｃａ
Ｏ、ＢａＯ、ＳｒＯ、ＢｅＯ、ＢａＳ、およびＣａＳｅ
が挙げられる。また、好ましいアルカリ金属のハロゲン
化物としては、例えば、ＬｉＦ、ＮａＦ、ＫＦ、ＬｉＣ
l、ＫＣlおよびＮａＣl等が挙げられる。また、好まし
いアルカリ土類金属のハロゲン化物としては、例えば、
ＣａＦ

２
、ＢａＦ

２
、ＳｒＦ

２
、ＭｇＦ

２
およびＢｅＦ

２
といったフッ化物や、フッ化物以外のハロゲン化物が
挙げられる。
【００６６】また、電子輸送層を構成する半導体として
は、Ｂａ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｙｂ、Ａl、Ｇａ、ｌn、Ｌｉ、
Ｎａ、Ｃｄ、Ｍｇ、Ｓｉ、Ｔａ、ＳｂおよびＺｎの少な
くとも一つの元素を含む酸化物、窒化物または酸化窒化
物等の一種単独または二種以上の組み合わせが挙げられ
る。また、電子輸送層を構成する無機化合物が、微結晶
または非晶質の絶縁性薄膜であることが好ましい。電子
輸送層がこれらの絶縁性薄膜で構成されていれば、より
均一な膜厚の薄膜が形成されるために、電子輸送層の欠
陥が無くなり、ダークスポット等の画素欠陥を減少させ
ることができる。なお、このような無機化合物として
は、上述したアルカリ金属カルコゲナイド、アルカリ土
類金属カルコゲナイド、アルカリ金属のハロゲン化物お
よびアルカリ土類金属のハロゲン化物等が挙げられる。
【００６７】さらに電子輸送層は、仕事関数が２．９ｅ
Ｖ以下の還元性ドーパントを含有していてもよい。ここ
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で、還元性ドーパントとは、電子輸送性化合物を還元で
きる物質をいう。したがって、一定の還元性を有するも
のであれば、様々なものが用いられ、例えば、アルカリ
金属、アルカリ土類金属、希土類金属、アルカリ金属の
酸化物、アルカリ金属のハロゲン化物、アルカリ土類金
属の酸化物、アルカリ土類金属のハロゲン化物、希土類
金属の酸化物または希土類金属のハロゲン化物、アルカ
リ金属の有機錯体、アルカリ土類金属の有機錯体、希土
類金属の有機錯体からなる群から選択される少なくとも
一つの物質を好適に使用することができる。
【００６８】また、より具体的に、好ましい還元性ドー
パントとしては、Ｎａ（仕事関数：２．３６ｅＶ）、Ｋ
（仕事関数：２．２８ｅＶ）、Ｒｂ（仕事関数：２．１
６ｅＶ）およびＣs（仕事関数：１．９５ｅＶ）からな
る群から選択される少なくとも一つのアルカリ金属や、
Ｃａ（仕事関数：２．９ｅＶ）、Ｓｒ（仕事関数：２．
０～２．５ｅＶ）、およびＢａ（仕事関数：２．５２ｅ
Ｖ）からなる群から選択される少なくとも一つのアルカ
リ土類金属が挙げられる。仕事関数が２．９ｅＶのもの
が特に好ましい。これらのうち、より好ましい還元性ド
ーパントは、Ｋ、ＲｂおよびＣｓからなる群から選択さ
れる少なくとも一つのアルカリ金属であり、さらに好ま
しくは、ＲｂまたはＣｓであり、最も好ましいのは、Ｃ
ｓである。これらのアルカリ金属は、特に還元能力が高
く、電子注入域への比較的少量の添加により、有機発光
媒体における発光輝度の向上や長寿命化が図られる。
【００６９】また、仕事関数が２．９ｅＶ以下の還元性
ドーパントとして、これら２種以上のアルカリ金属の組
合わせも好ましく、特に、Ｃｓを含んだ組み合わせ、例
えば、ＣｓとＮａ、ＣｓとＫ、ＣｓとＲｂあるいはＣｓ
とＮａとＫとの組み合わせであることが好ましい。Ｃｓ
を組み合わせて含むことにより、還元能力を効率的に発
揮することができ、電子注入域への添加により、有機発
光媒体における発光輝度の向上や長寿命化が図られる。
正孔輸送層や有機発光層については、国際公開ＷＯ９８
／３４４３７号公報に記載されている。
【００７０】本発明の有機発光媒体と電極の各層の形成
方法は特に限定されない。従来公知の真空蒸着法、スピ
ンコーティング法等による形成方法を用いることができ
る。本発明の有機発光媒体と電極に用いる有機薄膜層
は、真空蒸着法、分子線蒸着法（ＭＢＥ法）あるいはデ
ィッピング法、スピンコーティング法、キャスティング
法、バーコート法、ロールコート法等の塗布法による公
知の方法で形成することができる。上記の各有機層の膜
厚は特に制限されないが、一般に膜厚が薄すぎるとピン
ホール等の欠陥が生じやすく、逆に厚すぎると高い印加
電圧が必要となり効率が悪くなるため、通常は数ｎｍか
ら１μｍの範囲が好ましい。
【００７１】
【実施例】以下、本発明の具体的な実施例を詳細に説明
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する。
［参考例１］この参考例１では、ミセル電解法による導
電性微粒子分散液を製造した。純水１５Ｋｇに、表面を
シラン系カップリング剤で疎水化処理した導電性酸化錫
粒子１５００ｇ、フェロセン誘導体系界面活性剤（１０
－フェロセニルデカノイルポリオキシエチレン）７４．
２５ｇを添加し、混合したものを、分散液温度が１８℃
程度を維持するように冷却しながら、超音波ホモジナイ
ザーで１２時間分散処理した。その後、上記フェロセン
誘導体系界面活性剤の０．４重量％の水溶液で２倍に希
釈したのち、これにリチウム型にコンディショニングし
たキレート型イオン交換樹脂２２５ｇを添加し、２５℃
にて１２時間攪拌した。これに、セパビーズＳＰ２０７
（ポリスチレン系、和光純薬社製）４５０ｇを添加し、
２５℃にて１２時間攪拌した。次いで、これを連続遠心
分離機で１５００回／分（以下、ｒｐｍと記載する）、
流量３００ミリリットル／分、２５℃の条件にて遠心分
離して分散液を回収し、これに、分散液１ｋｇ当り、臭
化リチウム１．０５ｇを添加して、３０分間攪拌するこ
とにより、導電性酸化錫分散液を製造した。
【００７２】［参考例２］この参考例２では、導電性酸
化錫入り赤色顔料分散液を製造した。純水１５Ｋｇに、
ジアントラセキノニル・レッド（チバスペシヤリティケ
ミカルズ社製）３３９．４５ｇ、フェロセン誘導体系界
面活性剤（１０－フェロセニルデカノイルポリオキシエ
チレン）５６．２５ｇ、臭化リチウム１５．７５ｇを混
合したものを、分散液温度が１８℃程度を維持するよう
に冷却しながら、超音波ホモジナイザーで１８時間分散
処理した。これを連続遠心分離機で１０００ｒｐｍ、流
量２００ミリリットル／分、２５℃の条件にて処理し、
赤色顔料分散液を製造した。この赤色顔料分散液と、参
考例１で製造した導電性酸化錫分散液とを、重量比５
０：５０の割合で混合することにより、導電性酸化錫入
り赤色顔料分散液を製造した。
【００７３】［参考例３］この参考例３では、導電性酸
化錫入り緑色顔料分散液を製造した。この参考例３で
は、導電性酸化錫をハロゲン化銅フタロシアニン（大日
本インキ化学工業社製）に変更した点、フェロセン誘導
体系界面活性剤（１０－フェロセニルデカノイルポリオ
キシエチレン）の使用量を２９９．２５ｇに変更した
点、イオン交換樹脂処理を行わない点及びフェロセン誘
導体系界面活性剤の水溶液による希釈を、０．４重量％
の水溶液で４．２７倍にした点を除いて、参考例１と同
様の手順で、導電性酸化錫入り緑色顔料分散液を製造し
た。この緑色顔料分散液と、参考例１で製造した導電性
酸化錫分散液とを、重量比４５：５５の割合で混合する
ことにより、導電性酸化錫入り緑色顔料分散液を製造し
た。
【００７４】［参考例４］この参考例４では、導電性酸
化錫入り青色顔料分散液を製造した。純水１５Ｋｇに、
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銅フタロシアニン（大日本インキ化学工業社製）１５０
０ｇ、フェロセン誘導体系界面活性剤（１０－フェロセ
ニルデカノイルポリオキシエチレン）３０６ｇ、臭化リ
チウム１５．７５ｇを添加し、混合したものを、分散液
温度が１８℃程度を維持するように冷却しながら、超音
波ホモジナイザーで１２時間分散処理した。これを連続
遠心分離機で１００００ｒｐｍ、流量２００ミリリット
ル／分、２５℃の条件にて処理した。さらに、これを上
記フェロセン誘導体系界面活性剤の０．３重量％の希釈
溶液で４．８５倍に希釈し、２５℃で１２時間攪拌する
ことにより、青色顔料分散液を製造した。この青色顔料
分散液と、参考例１で製造した導電性酸化錫分散液と
を、重量比５０：５０の割合で混合することにより、導
電性酸化錫入り青色顔料分散液を製造した。
【００７５】［実施例］ガラス基板に下部電極としてＩ
ＴＯ透明電極がストライプ電極幅９０μｍ、電極間幅２
０μｍの形状となるようパターニング処理した。ストラ
イプ数は９６０本である。ストライプ状に配列された電
極を３本一組とし、一方側から順番に、電極Ａ，電極
Ｂ，電極Ｃとした。次に、該ストライプ電極を形成した
基板を、まず、参考例２で製造した導電性酸化錫入り赤
色顔料分散液に浸漬し、飽和甘コウ電極により基準電位
をとり、陰極にはステンレス鋼板を用いて、電極Ａに＋
０．５Ｖで１５分間通電した。その後、基板を赤色顔料
分散液より取り出し、純水による基板洗浄を行った。こ
れにより、赤色顔料の導電性薄膜が電極Ａ上に形成され
た基板を得た。この基板をオーブン中で１５０℃にて３
０分間ベーキング処理した。 *
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*【００７６】次に、この基板を、参考例３で製造した導
電性酸化錫入り緑色顔料分散液に浸漬し、同様の操作を
電極Ｂで行い、さらに参考例４で製造した導電性酸化錫
入り青色顔料分散液についても、同様の操作を電極Ｃで
行った。赤色導電性カラーフィルタが電極Ａ上に、緑色
導電性カラーフィルタが電極Ｂ上に、そして、青色導電
性カラーフィルタが電極Ｃ上に形成され、導電性色変換
層を形成した。参考例４で作製した導電性色変換層の上
に、下記のように有機白色発光媒体及び対向電極を形成
した。さらにイソプロピルアルコール中で超音波洗浄を
１分間行なった後、ＵＶオゾン洗浄を３分間行なった。
導電性色変換層を設けたガラス基板を真空蒸着装置の基
板ホルダーに装着し、まず前記導電性色変換層を覆うよ
うにして膜厚１６０ｎｍのＮ，Ｎ’－ビス（Ｎ，Ｎ’－
ジフェニル－４－アミノフェニル）－Ｎ，Ｎ－ジフェニ
ル－４，４’－ジアミノ－１，１’－ビフェニル膜（以
下「ＴＰＤ２３２膜」と略記する。）を成膜した。この
ＴＰＤ２３２膜は、正孔注入層として機能する。ＴＰＤ
２３２膜の成膜に続けて、このＴＰＤ２３２膜上に膜厚
２０ｎｍの４，４’－ビス［Ｎ－（１－ナフチル）－Ｎ
－フェニルアミノ］ビフェニル膜（以下「ＮＰＤ膜」と
略記する。）を成膜した。このＮＰＤ膜は正孔輸送層と
して機能する。さらに、このＮＰＤ膜上に膜厚４０ｎｍ
のジスチリル系化合物ＤＰＶＤＰＡＮを蒸着し成膜し
た。なお、ジスチリル系化合物ＤＰＶＤＰＡＮは、以下
の式で表される。
【００７７】
【化２】

【００７８】この時、同時に黄色発光性のドーパントで
あるルブレンを０．１重量％、ＤＰＶＤＰＡＮに対し添
加した。この膜は、白色発光層として機能する。この膜
上に膜厚２０ｎｍのトリス（８－キノリノール）アルミ
ニウム膜（以下「Ａｌｑ膜」と略記する。）を成膜し
た。このＡｌｑ膜は、電子輸送層として機能する。
【００７９】この後還元性ドーパントであるＬｉ（Ｌｉ
源：サエスゲッター社製）とＡｌｑを二元蒸着させ、電
子輸送層としてＡｌｑ：Ｌｉ膜を形成した。このＡｌ
ｑ：Ｌｉ膜上に金属Ａｌを蒸著させ、陰極（上部電極）
を形成し有機ＥＬ発光素子を形成した。上部電極は幅３
００μｍ、ピッチ３３０μｍのストライプ状に前記ＩＴ
Ｏストライプと平面視上、直交するように２４０本設け
た。以上により形成した下部電極から上部電極にいたる
までの積層体を覆うように封止蓋を設け、有機ＥＬ表示
装置を得た。駆動回路にストライプ状の下部電極及びス

トライプ状の上部電極を接続し、下部電極を走査線、対
向電極を信号線として単純マトリックス駆動を行った。
その結果、カラー表示が得られることが確認された。ま
た、視野角を変えて白色表示の色度の変化を観測したと
ころ、表示面の法線方向に対し０度から８０度方向より
観測した色度の変化は０．０２以下であった。
【００８０】［比較例］比較例として、導電性を有しな
い色変換層を対向電極の外に配置した有機ＥＬ表示装置
を挙げる。支持基板としてのガラス基板（コーニング７
０５９、１００ｍｍＸ１００ｍｍＸ１．１ｍｍ厚）上
に、３０重量％（対固形分）のカーボンブラックを分散
したアクリレート系光硬化型レジストＶ２５９ＰＡ（新
日鉄化学製）をスピンコートし、８０℃でベークした。
その後、所望の遮光層のパターンが得られるように、マ
スクを介して、高圧水銀灯を光源とする露光機にて、レ
ジスト膜を３００ｍＪ／ｃｍ２（３６５ｎｍ）の条件で
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露光した。
【００８１】次いで、１重量％の炭酸ナトリウム水溶液
を用いて、２分間、室温の条件で現像し、その後、２０
０℃でベークしてパターン化された遮光層を形成した。
得られた遮光層の膜厚は、２μｍであった。次いで、２
８重量％（対固形分）の銅フタロシアニン系顔料（Ｃ．
Ｉ．ピグメントブルー１５：６）と、２重量％（対固形
分）のジオキサジン系顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオ
レット２３）とを分散させたアクリレート系光硬化型レ
ジストＶ２５９ＰＡ（新日鉄化学製、７０重量％相当、
対固形分）を、スピンコートし、８０℃でベークした。
その後マスクを介し、前記遮光層のパターンと位置合わ
せをした。
【００８２】この後、高圧水銀灯を光源とする露光機に
て、レジスト膜を３００ｍＪ／ｃｍ２（３６５ｎｍ）の
条件で露光した。次いで、１重量％の炭酸ナトリウム水
溶液を用いて、２分間、室温の条件で現像し、その後、
２００℃でベークして青色カラーフィルタのパターンを
形成した。得られた青色カラーフィルタの膜厚は、２μ
ｍであった。次いで、２３重量％（対固形分）のハロゲ
ン化銅フタロシアニン系顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントグリ
ーン３６）と、７重量％のアゾ系顔料（ＣＩ．ピグメン
トイエロー８３）とを分散させたアクリレート系光硬化
型レジストＶ２５９ＰＡ（新日鉄化学製、７０重量％相
当、対固形分）を、スピンコートし、８０℃でベークし
た。それから、所望のカラーフィルタのパターンが得ら
れるように、マスクの位置合わせをした。その後、高圧
水銀灯を光源とする露光機にて、レジスト膜を３００ｍ
Ｊ／ｃｍ２（３６５ｎｍ）の条件で露光した。次いで、
１重量％の炭酸ナトリウム水溶液を用いて、２分間、室
温の条件で現像し、その後、２００℃でベークして緑色
カラーフィルタのパターンを形成した。得られた緑色カ
ラーフィルタの膜厚は、２μｍであった。
【００８３】次いで、２４重量％（対固形分）のアント
ラキノン系顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７）
と、６重量％（対固形分）のアゾ系顔料（Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー６）とを分散させたアクリレート系光硬
化型レジストＶ２５９ＰＡ（新日鉄化学製、７０重量％
相当、対固形分）を、スピンコートし、８０℃でベーク
した。所望のパターンを得られるようマスクの位置合わ
せをした。それから、高圧水銀灯を光源とする露光機に
て、レジスト膜を３００ｍＪ／ｃｍ２（３６５ｎｍ）の
条件で露光した。
【００８４】次いで、１重量％の炭酸ナトリウム水溶液
を用いて、２分間、室温の条件で現像し、その後、２０
０℃でベークして赤色カラーフィルタのパターンを形成
した。得られた赤色カラーフィルタの膜厚は、２μｍで
ある。以上より、遮光層と色変換層（カラーフィルタ）
を平面的に分離配置した。以上によりストライプ幅９０
μｍのＲ，Ｇ，Ｂ配列がそれぞれ３２０本設けてあるカ*
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*ラーフィルタ基板を得た。この基板に透光性媒体として
アクリレート系熱硬化型樹脂（新日鉄化学社製Ｖ２５９
ＰＡ）をスピンコートし、８０℃でベークした。その
後、１８０℃でさらにベークした。以上のようにして作
成した透光性媒体における遮光層上の総膜厚は、ほぼ１
０μｍであった。
【００８５】さらに、下部電極としてＩＴＯ透明電極が
ストライプ電極幅９０μｍ、電極間幅２０μｍの形状と
なるようバターニング処理した。ストライプ数は９６０
本である。下部電極ストライプとカラーフィルタストラ
イプの位置は平面視上重なるように位置合わせを行っ
た。さらに実施例と同様にして有機ＥＬ表示装置を作製
した。駆動回路に下部電極ストライプ及び上部電極スト
ライプを接続し、下部電極を走査線、上部電極を信号線
として単純マトリックス駆動を行った。その結果、カラ
ー表示を得られることが確認された。また、視野角を変
えて白色表示の色度の変化を観測したところ表示面の法
線方向に対し０度から８０度方向より観測した色度の変
化は０．０８であり大きく色度が変化した。これは、干
渉効果によりＲ，Ｇ，Ｂ各色の色度が視野角の変化によ
り変化したものである。このように、本発明の表示装置
は、一対の電極の間に色変換層を置くことができるた
め、干渉効果を緩和し色度の変化を抑えることができ
た。
【００８６】
【発明の効果】本発明によれば、視野角が変化しても色
度が変化しないで、視差による混色の少ない有機ＥＬ表
示装置及びその製造方法が提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の有機ＥＬ表示装置の第１の実施形態に
かかり、その構成を説明する断面図である。
【図２】本発明の有機ＥＬ表示装置の第２の実施形態に
かかり、その構成を説明する断面図である。
【図３】本発明の有機ＥＬ表示装置の第３の実施形態に
かかり、その構成を説明する断面図である。
【図４】本発明の有機ＥＬ表示装置の第４の実施形態に
かかり、その構成を説明する断面図である。
【図５】図５（ａ）は、本発明の有機ＥＬ表示装置の第
５の実施形態にかかり、その構成を説明する断面図であ
る。図５（ｂ）は、図５（ａ）と図４の下部電極及び色
変換層の拡大断面図である。
【図６】本発明の有機ＥＬ表示装置の第６の実施形態に
かかり、その構成を説明する断面図である。
【図７】本発明の有機ＥＬ表示装置の第７の実施形態に
かかり、その構成を説明する断面図である。
【図８】本発明の有機ＥＬ表示装置の第８の実施形態に
かかり、その構成を説明する断面図である。
【図９】本発明の有機ＥＬ表示装置の第９の実施形態に
かかり、その構成を説明する断面図である。
【図１０】本発明の有機ＥＬ表示装置の第１０の実施形
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態にかかり、その構成を説明する断面図である。
【図１１】本発明の有機ＥＬ表示装置の第１１の実施形
態にかかり、その構成を説明する断面図である。
【図１２】本発明の有機ＥＬ表示装置の第１２の実施形
態にかかり、その構成を説明する断面図である。
【図１３】本発明の有機ＥＬ表示装置の第１３の実施形
態にかかり、その構成を説明する断面図である。
【図１４】本発明の従来例にかかり、有機ＥＬカラー表
示装置の構成を示した断面図である。
【図１５】本発明の従来例にかかり、国際公開ＷＯ９８
／３４４３７号公報に記載された有機ＥＬカラー表示装*
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*置の構成を示した断面図である。
【符号の説明】
１０～１３０  基板
１１～１３１  下部電極
１２～１３２  上部電極
１４～１３４  色変換層
１５～１３５  有機発光媒体
９６  遮光層
１０７  電荷輸送性平坦化層
１１６，１２６  スイッチング素子

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(16) 特開２００２－２３１４５２

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(17) 特開２００２－２３１４５２

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(18) 特開２００２－２３１４５２

【図１４】

【図１５】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｈ０５Ｂ  33/10                                       Ｈ０５Ｂ  33/10                       
             33/14                                                 33/14                 Ａ    
             33/26                                                 33/26                 Ｚ    
  
Ｆターム(参考） 3K007 AB04 AB17 AB18 BA06 BB06
                      BB07 CA01 CB01 CB04 DA01
                      DB03 EB00 FA01 
                5C094 AA08 AA12 AA43 BA02 BA27
                      BA32 CA19 CA24 DA13 DB01
                      DB04 EA04 EA05 EA10 EB02
                      ED03 ED15 FA01 FA02 FB01
                      FB02 FB12 FB20 GB10 
                5G435 AA04 AA17 BB05 CC09 CC12
                      GG12 HH06 HH12 KK05 



专利名称(译) 有机EL显示装置及其制造方法

公开(公告)号 JP2002231452A 公开(公告)日 2002-08-16

申请号 JP2001362264 申请日 2001-11-28

[标]申请(专利权)人(译) 出光兴产株式会社

申请(专利权)人(译) 出光兴产株式会社

[标]发明人 細川地潮

发明人 細川 地潮

IPC分类号 H05B33/12 G09F9/00 G09F9/30 H01L27/32 H01L51/50 H05B33/10 H05B33/14 H05B33/26

CPC分类号 H01L27/322

FI分类号 H05B33/12.E G09F9/00.338 G09F9/30.338 G09F9/30.349.B G09F9/30.365.Z H05B33/10 H05B33/14.
A H05B33/26.Z G09F9/30.365 H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB04 3K007/AB17 3K007/AB18 3K007/BA06 3K007/BB06 3K007/BB07 3K007/CA01 3K007
/CB01 3K007/CB04 3K007/DA01 3K007/DB03 3K007/EB00 3K007/FA01 5C094/AA08 5C094/AA12 
5C094/AA43 5C094/BA02 5C094/BA27 5C094/BA32 5C094/CA19 5C094/CA24 5C094/DA13 5C094
/DB01 5C094/DB04 5C094/EA04 5C094/EA05 5C094/EA10 5C094/EB02 5C094/ED03 5C094/ED15 
5C094/FA01 5C094/FA02 5C094/FB01 5C094/FB02 5C094/FB12 5C094/FB20 5C094/GB10 5G435
/AA04 5G435/AA17 5G435/BB05 5G435/CC09 5G435/CC12 5G435/GG12 5G435/HH06 5G435/HH12 
5G435/KK05 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC07 3K107/CC37 3K107/DD21 3K107/DD22 3K107
/DD24 3K107/DD42X 3K107/DD46X 3K107/DD78 3K107/EE03 3K107/EE22 3K107/EE25 3K107/FF15 
3K107/GG06 3K107/GG11 3K107/GG12

代理人(译) 渡边喜平

优先权 2000360894 2000-11-28 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种有机EL显示装置及其制造方法，该有机EL显示装
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电极12的颜色转换层14之间产生电场。 。 因此，第二电极12与颜色转
换层14之间的有机发光介质15发光。 由于在第一电极11和第二电极12之
间没有光学干涉，所以即使视角改变，色度也不容易​​改变。 此外，由于
颜色转换层14和有机发光介质15被设置为彼此接触，所以由于视差引起
的颜色混合小。
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